
2008

6  /  15
　

狂
言
は
、
日
本
の
誇
る
伝
統
芸

能
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
代
喜
劇

に
も
通
じ
る
「
斬
新
」
な
表
現
や

技
法
が
魅
力
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
プ
ロ
の
狂
言

師
か
ら
狂
言
の
基
本
を
学
び
、
最

終
日
に
は
、
彦
根
城
博
物
館
能
舞

台
で
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

内
容　

所
作
（
狂
言
の
動
き
）
な
ど

を
中
心
に
、
狂
言
の
基
本
を
学

習
し
、
実
際
に
狂
言
を
演
じ
ま

す
。

日
程　

左
の
表
の
と
お
り

場
所　

彦
根
城
博
物
館
（
能
舞
台
・

講
堂
）

対
象　

市
内
の
小
学
５
・
６
年
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

和
泉
流
狂
言
師　

小
笠
原

匡
さ
ん
ほ
か
、
近
隣
に
在
住
の

狂
言
師

受
講
料　

無
料

そ
の
他　

筆
記
用
具
と
白
足
袋
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜
同
11

日
㈮

申
込
方
法　

各
小
学
校
に
配
布
す

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
彦
根
城
博
物
館
受
付

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根

城
博
物
館
（
金
亀
町
）

22-

６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５
２
０
番
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保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

　

保
険
料
免
除
、
学
生
納
付
特
例
、

若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
い
る
と
、
保
険
料
を
納
付
し

て
い
た
期
間
に
比
べ
て
、
将
来
支
給

さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
民
年
金
に
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
追
納
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

追
納
す
る
と
、
そ
の
期
間
は
保
険

料
納
付
済
期
間
と
な
り
、
当
初
か

ら
保
険
料
の
納
付
が
あ
っ
た
場
合

と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
も
、
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
承
認
さ
れ
た
年
度
か
ら

起
算
し
て
３
年
度
目
か
ら
は
、
当
時

の
保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
社
会
保
険

事
務
所
国
民
年
金
業
務
課

 

23-

１
１
１
４
番

　
　

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

年
金
振
込
通
知
書
が
送
付

さ
れ
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
受
給
者

を
対
象
と
し
て
、
毎
年
６
月
に
そ
の

年
度
に
支
給
さ
れ
る
年
金
額
を
お

知
ら
せ
す
る
「
年
金
振
込
通
知
書
」

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
通
知
書
は
、
原
則
と
し
て
向

こ
う
１
年
間
の
年
金
支
払
額
を
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
が
、
支
払
額

や
支
払
機
関
な
ど
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
改
め
て
「
年
金
振
込

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
20
年
度
の
年
金
額

は
、
平
成
19
年
度
と
同
額
の
た
め
、

「
年
金
額
改
定
通
知
書
」
は
送
付
し

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
社
会
保
険

事
務
所
年
金
給
付
課

23-

１

１
１
６
番

第
３
回
会
議
を
開
催
し
ま
す

外
国
籍
市
民
施
策
懇
談
会

　
「
外
国
籍
市
民
施
策
懇
談
会
」
は
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
外
国

籍
市
民
を
と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
で
す
。

第
３
回
会
議
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

日
時　

６
月
28
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
〜
同
11
時
30
分

場
所　

市
民
会
館
２
階
会
議
室

※
今
回
は
、
教
育
分
野
を
中
心
に
話

し
合
う
予
定
で
す
。

※
会
議
は
自
由
に
傍
聴
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
の
会
議
の
経
過
な
ど

に
つ
い
て
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
窓
口
別
↓

市
民
環
境
部
市
民
交
流
課
↓
多
文
化
共

生
社
会
推
進
事
業
↓
彦
根
市
外
国
籍
市

民
施
策
懇
談
会
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
交
流
課

30-
６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

自
動
車
事
故
被
害
者
の
た
め
の

援
助
制
度
が
あ
り
ま
す

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
制
度

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
・
脊
髄

ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
常

時
介
護
ま
た
は
随
時
介
護
を
必
要

と
す
る
人
に
、
次
の
範
囲
内
で
負
担

額
に
応
じ
て
介
護
料
を
支
給
し
ま

す
。

▼
常
時
介
護
が
必
要
な
人
（
自
賠
責
保

険
別
表
第
１
級
１
号
・
２
号
）

　

月
額　

５
８
、
５
７
０
円
〜
13
万

６
、
８
８
０
円

▼
随
時
介
護
が
必
要
な
人
（
自
賠
責
保

険
別
表
第
２
級
１
号
・
２
号
）

　

月
額　

２
９
、
２
９
０
円
〜
５
４
、

０
０
０
円

※
平
成
14
年
３
月
31
日
以
前
の
事

故
の
場
合
の
受
給
資
格
は
、
そ
れ

ぞ
れ
常
時
要
介
護
は
１
級
３
号

ま
た
は
４
号
、
随
時
要
介
護
は
２

級
３
号
ま
た
は
４
号
に
な
り
ま

す
。

交
通
遺
児
等
育
成
資
金

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
一
家
の

働
き
手
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
度

の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
人
の
家
庭

の
子
ど
も
の
た
め
、
育
成
資
金
を
無

利
子
で
貸
し
ま
す
。

期
間　

０
〜
15
歳
（
中
学
校
卒
業
ま
で
）

▼
支
給
額　

　

一
時
金　

15
万
５
、
０
０
０
円

　

毎
月　

２
０
、
０
０
０
円

　

入
学
支
度
金　

４
４
、
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法
人

自
動
車
事
故
対
策
機
構
滋
賀
支

所

０
７
７-

５
８
５-

８
２
９

０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
８
５

-
８
２
９
１
番

最
低
賃
金
法
が
変
わ
り
ま
す

　

最
低
賃
金
の
決
定
基
準
や
罰
金

の
上
限
額
、
派
遣
労
働
者
へ
の
適
用

関
係
な
ど
の
改
正
が
あ
り
、
７
月
１

日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
改
正
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

改
正
の
概
要

▼
地
域
別
最
低
賃
金
の
不
払
い
の

場
合
の
罰
金
額
の
上
限
が
、
２
万

円
か
ら
50
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
な
ど
、
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま

す
。

▼
産
業
別
最
低
賃
金
の
不
払
い
に

つ
い
て
は
、
最
低
賃
金
法
の
罰
則

が
適
用
さ
れ
な
く
な
り
、
労
働
基

準
法
の
賃
金
の
全
額
払
違
反
の

罰
則
（
罰
金
の
上
限
額
30
万
円
）
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

▼
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣

先
の
地
域
（
産
業
）
の
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
労
働
基
準

監
督
署

22-

０
６
５
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

０
２
４
１
番

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

市
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
関
係
団
体
の
参
加
協
力
に
よ
り
、

彦
根
市
と
滋
賀
県
が
共
同
で
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
彦
根
の
環
境
を
守
る
た
め
の
取
り
組

み
に
、
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

７
月
６
日
㈰　

午
前
９
時
40
分
〜
同
11
時
30
分

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
同
９
時
40
分

清
掃
場
所　

八
坂
町
（
犬
上
川
以
北
）・
大
藪
町
か
ら
長
曽
根

町
・
馬
場
二
丁
目
ま
で
の
湖
岸
一
帯
（
一
部
除
く
）、野
田
沼
・

荒
神
山
公
園
周
辺

集
合
場
所　

滋
賀
県
立
大
学　

交
流
セ
ン
タ
ー
前

※
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合

い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　

清
掃
活
動
が
し
や
す
い
服
装
で
、
タ
オ
ル
・
飲

料
水
は
各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
か
ら
送
迎
バ
ス
を
配
車
し
ま
す
。

※
雨
天
の
場
合
、
当
日
午
前
７
時
30
分
に
実
施
の
有
無
を
決

定
し
ま
す
。

　

ご
み
減
量
と
ご
み
処
理
有
料
化
に
つ
い
て
審
議
し
て
い

た
だ
く
、
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
の
第
８
回
会
議
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
審
議
会
は
公
開
で
行
わ
れ
、

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

６
月
27
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　

ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す
（
小
泉
町
）

内
容　

最
終
答
申
案
と
答
申
日
程
な
ど
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン
タ
ー
管
理
課

22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

　
「
や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館
」
は
、

「
地
域
の
中
で
、
気
軽
に
人
と
交
わ

り
た
い
」
と
い
う
願
い
を
持
つ
高
齢

者
の
た
め
に
、
市
内
の
７
か
所
で
開

設
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
家
な
ど
の
既

存
の
建
物
を
改
修
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
中
心
に
な
っ
て
運
営
し
て
お
り
、

高
齢
者
の
人
た
ち
が
、
ゲ
ー
ム
や
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
、
気
軽
に
過
ご
せ

る
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、各
小
学
校
区
に
「
や

す
ら
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
館
」
の
開
設
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

開
設
・
運
営
に
対
し
て
の
補
助
制

度
も
あ
り
ま
す
。
補
助
制
度
や
現
在

開
設
し
て
い
る
「
や
す
ら
ぎ
ふ
れ
あ

い
の
館
」
を
左
の
表
で
紹
介
し
ま
す
。

　

関
心
が
あ
る
人
、
制
度
を
詳
し
く

知
り
た
い
人
は
、

介
護
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８



6広報ひこね　平成20年６月 15日7 広報ひこね　平成20年６月 15日

〈学習内容〉人間理解・郷土理解・社会参加・学校行事の必

修講座と園芸・陶芸（草津校のみ）・生活科学・スポーツ・レ

クリエーション・地域文化の選択講座　〈場所〉次の２校か

ら選択　◆米原校（米原市下多良２-137　文化産業交流会館内）◆

草津校（草津市笠山七丁目８-138　長寿社会福祉センター内）〈学習

期間〉10月から２年間　〈応募資格〉県内在住で昭和８年 10

月２日～同23年 10月１日の間に生まれた人　〈授業料〉年

間25,000円　※このほかに教材費などが必要です。　〈応

募期間〉６月 18日㈬～７月 18日㈮　〈応募方法・問い合わ

せ先〉応募用紙（市役所１階受付、福祉保健センター２階、支所・

各出張所、各公民館などにあります）に必要事項を書いて、 介

護福祉課（福祉保健センター２階） 23-9660、FAX26-1768

へ

〈内容〉介護施設を利用している人のなかには、要望や不満

を抱きながらも、職員に対する気がねなどから、言いたい

ことを我慢している人もいると言われています。介護相談

員は、介護サービスを提供する施設を２人１組で定期的に

訪問し、利用者から聞き取ったことをサービス提供者に伝

えることで、よりよい介護サービスの実現に役立っていま

す。現在は、９人の介護相談員が活動しています。この介

護相談員を、新たに募集します。〈定員〉５人〈資格〉ボラ

ンティア精神があり、介護や高齢者福祉にかかわりながら

地域づくりに貢献する意欲のある人（特に専門的な資格を

要しませんが、実際に活動する前に、７日間程度の養成研

修を受講していただきます。）〈任期〉３年〈申込・問い合

わせ先〉 介護福祉課 23-9660、FAX26-1768

〈会場・日時〉①鳥居本小学校　７月24日㈭～８月25 日

㈪　毎週月、木曜日（８月 11日、同 14日を除く）　10：00～

12：00　②稲枝東小学校　７月25日㈮～８月26日㈫　

毎週火、金曜日（８月 12日、同 15日を除く）　10：00～ 12：

00〈対象〉パソコン初心者で小学３年生以上の人　〈受講

料〉1,600円（中学生以下は無料）ただし、テキスト代が別途

必要です。　〈応募期間〉６月 16日㈪～７月４日㈮（当日消

印有効）〈定員〉各回20人（応

募者多数の場合、抽選）〈申込方

法・問い合わせ先〉往復はがき

の往信の裏に住所、氏名（ふり

がな）、年齢、電話番号、希望

講座、会場校を、返信の表に

郵便番号、住所、氏名を書い

て、 教育委員会生涯学習課

（〒522-0001　 尾末町１-38）

24-7971、FAX23-9190まで申

し込んでください。

  

〈募集部門・規定〉短歌（１人３首、必ず専用の応募用紙

で）、俳句（１人５句、同）、川柳（１人５句、同）、冠句

（題「城の街」「湖豊か」「記念して」合わせて１人５句、同）、

詩（１人１編、縦書きの400字詰め原稿用紙２枚以内）、随

筆・評論（１人１編、同３～５枚、ワープロ可）小説（１

人１編、同５～７枚、ワープロ可）※応募用紙はそのまま

印刷原稿とするので楷書で明確に書いてください　※部

門ごとに用紙を改め、部門名・住所・氏名（ふりがな）・電話

番号を各用紙に書いてください。また、封筒にも部門名を

明記してください。※いずれも未発表のものに限ります　

※応募原稿は返却しません　※募集要項と応募用紙は、市

立図書館、各地区公民館、市民会館、ひこね市文化プラザ

などにあります。よく読んで応募してください　〈応募資

格〉市内か近隣市町に在住の人、または市内の文芸団体に

所属する人〈会費〉１部門 1,000円　〈締切日〉７月31日㈭

（郵送の場合は当日消印有効）〈投稿先〉市立図書館内「彦根文芸

協会」（〒522-0001　尾末町８-１）〈問い合わせ先〉彦根文芸

協会会長　大塚やすを 22-4795

〈内容〉地元でとれる食材を使って、伝統食の昔ながらの料

理法を学びます。　〈日程〉７月 19日㈯　〈料理内容〉ふな

ずし　〈時間〉ふなの下処理、ご飯を炊く＝１班 10：00～

11：00、２班 11：00～ 12：00、飯漬け＝１、２班とも 16：

00～ 17：00※乾燥させる時間が必要なため、下処理と飯

漬けの間の時間は自由行動となります。　〈場所〉ひこね街

なかプラザ（四番町スクエア内）〈定員〉20人（初回参加者を優

先し、定員を超えた場合は抽選）〈参加費〉1,000円と材料費　

〈講師〉滋賀の食事文化研究会会員　〈申込期限〉６月25日

㈬（当日消印有効）〈応募方法・問い合わせ先〉往復はがきで、

往信の裏に住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を、返

信の表にも郵便番号・住所・氏名をそれぞれ書いて、ひこ

ね街なかプラザ（〒522-0064 本町一丁目 12-5） 27-5820、

FAX27-5830へ

〈趣旨〉先の大戦で亡くなられた人々を慰霊するため、遺族

の参加を募り、戦地を巡拝するものです。　〈巡拝地域お

よび時期〉フィリピン、マーシャル・ギルバート諸島、ミャ

ンマー、東部ニューギニア、硫黄島　※巡拝時期や費用な

ど、詳しくは 社会福祉課までお問い合わせください。　

〈参加申込にあたっての注意点〉▶対象は原則80歳以下の
人です　▶慰霊巡拝に訪れる地域は、日本と気候風土が異
なり、また、観光客が通常訪れない地域を長時間移動する

ことがあるので、参加できる健康状態であるという医師の

証明が必要です　▶政府派遣団として行動するため、各々
の戦没場所の慰霊はできないことがあります〈問い合わせ

先〉 社会福祉課 23-9590、FAX26-1768

 

　「ひこね文芸」第 27回作品

 

　教室開放事業「はじめてのパソコン講座」

 

　「湖国の伝統食」料理教室

 

　滋賀県レイカディア大学第31期生
  

〈内容〉子どもの心と体の育ちの関係を知り、親がどのよう

に関わっていけばよいか、見通しが持てるようにするため

の講座です。　〈日時〉７月 14日㈪　10：00～ 11：30〈講

師〉粟谷初子（臨床心理士、聖泉大学講師）　〈場所〉子どもセン

ター（日夏町）〈対象〉就学前の子どもの保護者〈参加費〉

無料　〈申込期間〉６月20日㈮～７月４日㈮の８：30～

17：15　〈その他〉託児あり（定員25人、先着順）〈申込・問

い合わせ先〉 子ども未来室☎28-1580（FAX共用）

〈内容〉子育て中の親子が、絵本を通して温かいつながりが

もてるよう、子育てを支援する読み聞かせボランティアを

養成するための講座です。読み聞かせの意義や重要性、心

構えを学ぶほか、実技指導があります。　〈日時〉６月30

日㈪、７月 1 1 日㈮　９：30

～ 12：00　〈対象〉読み聞か

せに関心のある人で、２日間

とも参加できる人　〈定員〉15

人　〈申込期限〉６月25日㈬

〈申込・問い合わせ先〉電話、

ファクスで住所・氏名・電話

番号を書いて、 子ども未来

室☎28-1580（FAX共用）へ

〈内容〉テレビ・ラジオで授業を行う通信制大学です。15

歳以上なら教養学部選科・科目履修生として、18歳以上

なら、教養学部全科生（大学入学資格が必要）・大学院修士選

科・科目生として、どなたでも入学できます　▶教養学部
全科履修生は、卒業すると、学士（教養）の学位を取得する

ことができます　▶幅広い分野の科目から選べ、好きな１
科目だけの受講もできます　▶各自のライフスタイルに
合わせて学習できます　〈願書受付期限〉８月31日㈰　〈問

い合わせ先〉放送大学滋賀学習センター 077-545-0362、

FAX077-545-2096、ホームページ http://www.u-air.ac.jp

〈内容〉在職者を中心とした高年齢の皆さんの、職業生活

設計に役立てていただくためのセミナー　〈題名・日時〉

▶「知っておきたい年金の知識～年金基礎編～」７月 12
日㈯　▶「利口な社会保険受給のために～年金応用編～」
７月26日㈯　両講座とも 13：30 ～ 15：30　〈場所〉ひ

こね燦ぱれす（小泉町）〈定員〉

各回30人（先着順）〈参加費〉

無料　〈申込・問い合わせ先〉電

話、ファクスで、㈳滋賀県雇用

開発協会　滋賀高齢期雇用就業

支援コーナー 077-527-2201、

FAX077-527-2230へ

〈日時〉７月23日㈬・同24日㈭　9：00～ 16：00　〈場

所〉消防本部（西今町）〈受講料〉5,000 円（テキスト代を含

む）〈定員〉72 人（先着順）〈申込期間〉６月30日㈪～７月

４日㈮の8：30～ 17：15〈申込・問い合わせ先〉 消防本

部予防課 22-0332、消防署南分署 43-5670、同北

分署 23-0119、同犬上分署☎38-3130

〈内容〉認知症は、誰にでも起こりうる脳の病気で、85歳

以上では、４人に１人に、その症状があると言われていま

す。この講習会は、認知症という病気について学ぶための

講習会です。　〈日時〉６月30日㈪　９：30～ 11：30〈定

員〉60人（先着順）〈場所〉彦根市中老人福祉センター（開出

今町）〈申込・問い合わせ先〉電話、もしくは直接、彦根市

中老人福祉センター 26-0896（FAX共用）、彦根市老人ク

ラブ連合会事務局 23-1506（FAX共用）へ

〈内容〉米国カルビン大学の大学生と、英語による自由な会

話を楽しみながら交流します。　〈日程〉６回コース：７月

15日㈫～同31日㈭と７月 16日㈬～８月１日㈮、４回コー

ス：７月 12日㈯～８月２日㈯（詳しくは下の表のとおり）〈場

所〉国際交流ミーティングルーム（市民会館３階）〈対象〉高

校生以上　〈募集人員〉各募集枠８人（先着順）〈参加費〉６

回コース：6,000円、４回コース：4,000円〈申込期間〉

６月 17日㈫～　〈申込・問い合わせ先〉日・月曜日を除く

8：30～ 17：15に電話で彦根市国際協会事務局（市民会館　

市民・国際交流サロン内）☎22-1411（内線590）へ

〈日時〉７月20日㈰　10：00～ 14：00（雨天のときは中止）

〈場所〉大手前公園（金亀町）　〈出店料〉１ブース500円　

〈申込期限〉７月９日㈬　〈申込方法・問い合わせ先〉往復は

がきの往信の裏面に住所、氏名、電話番号、出店品目、人

数、出店希望日を、返信の表面に住所、氏名を書いてリサ

イクルステーション（〒522-0088銀座町４-19） 26-4810

（FAX共用）へ。※ファクスでの申し込みはできません。

 

　放送大学　平成20年度２学期生

 

　英語で交流・ミシガン倶楽部

 

　職業生活設計セミナー

 

　認知症講習会

 

　政府主催戦没者慰霊巡拝

 

　甲種防火管理新規講習

 

　エコマーケット「夢畑」

 

　子育て講座「子どもの心と体の育ち」

 　絵本読み聞かせボランティア養成講座

 

　介護相談員
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※駐車場での駐車時間は、30～ 40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

７月前半

１日

２日

３日

４日

７日

８日

９日

10日

11 日

14日

15日

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、

本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二

丁目（河原二丁目の一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、開出今 の町団地、八坂東団地、三津、海瀬

里根、外、戸賀、小泉、開出今 の町団地、八坂東団地、野瀬、

西今、三津、海瀬、

芹川、戸賀、小泉、山之脇、開出今、西今、三津屋

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂

北、開出今団地（第１・３部）、大 、開出今、西今、三津屋

中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、大 、城町一丁目、城

町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、甘呂、宇尾、

須越

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中 一丁目、

中 二丁目、中 、長曽根南、甘呂、宇尾、須越、八坂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂

平田（大沢を除く）、日夏、竹ケ鼻、亀山地区、稲枝（西）、服部、

稲部（稲部）、出路、田原

日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲葉、

下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【７月前半】

図書館休館日 ７日 、14 日 日 (水・祝 )、10

日 (月 )

２日

３日

１日

４日

８日

９日

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WAっとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

10日

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

７月前半

１1日
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を

犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を

合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。

青少年の非行防止と更生への援助のため、皆さんの理解と参加をお願い

します。

日時　７月６日㈰　13：00～ 16：30ごろ

場所　ビバシティ彦根（竹ケ鼻町）

内容

◆オープンセレモニー　県警音楽隊による

演奏（１階センタープラザ）

◆ビデオ放映ドキュメント　「ボクの居場

所」（２階ビバシティホール）

◆標語の特選者・作文の特選・入選者の表彰

◆特選・入選作文の発表

◆講演　～こけ枝のほのぼの噺～「心豊か

でたくましい子どもを育む地域づくりを

考える」

　講師　桂こけ枝さん

問い合わせ先 社会福祉課 23-9590、

FAX26-1768

講師プロフィール

　五代目桂文枝（当時三

代目桂小文枝）に入門。

古典・創作落語はもと

より、落語の魅力をオ

ペラ、芝居、人権、子

育て、福祉、健康など、

幅広いジャンルに持ち

込み、全国的に多くの

ファンを持つ落語家。

人を引き込む独特の風

貌とほのぼのとした語

り口調が特徴。
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 http://www.city.hikone.shiga.jp/
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今月の納税　　市県民税（第１期）　　６月30日 までに納めましょう
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